
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
                                                      

 

◆４月を迎え、新しいランドセルに隠れてしまいそうな小学１年生、ちょっと大きめの制服に身を包んだ中学・高校生、

リクルートスーツが窮屈そうな新入社員、そんなピカピカな人たちが街を行き交う光景を目にします。 

また、春の代名詞ともいえる桜は、今年もしっかりと薄紅色の花を咲かせ、復興道半ばの被災地のあちこちにくっきり

と浮かび上がっています。 

◆震災により展示の縮小などを強いられてきた 

｢リアス・アーク美術館｣が、震災から２年の 

復旧工事等を経て４月３日に全面再開となり 

ました。再開にあたって、震災の記録を多く 

の方々に伝えようと学芸員の方が撮影した被 

災地の写真や被災物、過去の震災記録等の展 

示が行われています。 

◆気仙沼大川の桜並木、堤防のかさ上げ工事が近づいていることから、今年度末にも撤去 

される予定のようです。 

 長い間、市民に春の到来を告げてきた百本あまりの桜は、これまでの思い出を｢７本｣に託す(移植する)一方、ほかの木々

は、ベンチなどに形を変えて再生させるとのこと。28日(日曜日)には、現地で｢未来への集い｣と題したイベントが開催

されますので、｢大川桜最後の勇姿｣を是非ご覧ください。（山） 

平成25年４月発行 

気仙沼市笹が陣３－５ 

気仙沼市シルバー人材センター内

今年は、これまで被災自治体が大変な苦労を重ねて準備を進めてきた様々な 

復興事業や災害復旧事業が本格化。これまでは、被災物の運搬が主だったダン 

プトラックも地盤嵩上げ用の土を運ぶようになり、それを敷均すブルド－ザー 

などの重機が忙しく動き回る姿を見せてくれることでしょう。 

4月12日、復興事業に欠かせないコンクリートの安定供給のため、気仙沼 

地区生コンクリート協同組合が大島に生コン工場(プラント)を整備しました。 

生コンの原料となる骨材が不足し、県外からの調達という課題は残っているも 

のの、島内での生コン需要、そして大島架橋工事への供給に精一杯応えてくれ 

ることでしょう。これもまた確実に一歩、準備が整ったことの証といえます。 

平成２５年度 スタート！ 

プラント全景品質管理に欠かせないコンクリート試験室安全を祈願した神事 



 
 
 

 
 
 
 

 

３月１６日～３月２０日 災害公営住宅展示会（気仙沼市） 
 
気仙沼市では、市民や有識者等の意見を踏まえ、災害公営住宅の整備

に当たっての課題や問題点を整理し、安心して住み続けられる災害公営
住宅を計画することを目的とした「気仙沼市災害公営住宅整備検討会」
が、平成２５年１月から３月まで行われました。 
３月１６日から２０日には、この検討会で議論された内容についての

パネルや模型の展示や各種相談を受け付ける災害公営住宅展示会が行
われ、約１，５００人が来場されました。 
展示会には、初日の午前中から多くの方が来場され、パネルや模型を

御覧になりながら、市の担当職員からの説明を受け、質問をなさってい
ました。 
気仙沼市では、市街地で集合住宅タイプを７地区（うち１地区は位置

を検討中。）で１，２９５戸、郊外部で戸建て・長屋住宅タイプを１２
地区で７０５戸をそれぞれ整備する予定です。 
 

３月１８日 南三陸まなびの里 いりやど 竣工式 
 
 災害の現場と豊かな自然環境を通し、若い世代がこれからの時代を生きるための力を見つけるきっかけを作
ることを目的とした宿泊研修施設「南三陸まなびの里 いりやど」（南三陸町入谷地区）の竣工式が行われまし
た。 
施設は、研修室（洋室・和室）や食堂等を備えた研修棟と宿泊収容人数

が５７名の宿泊棟から成ります。ここで行われる研修プログラムの例とし
ては、各種ボランティア活動等を行う「現地視察・支援活動」、震災後も様々
な形で活躍している方々の現場を訪問する「元気人訪問」、農林漁業者の仕
事や暮らしを体験する「里山・里海のくらし体験」、様々な体験を経て感じ
たことや課題等について仲間と語り合う「ワークショップ」などがありま
す。 
また、「いりやど」は、このように三陸沿岸をフィールドとした宿泊・研

修の拠点としての役割を担っているほか、会議、会食等も行うことができ、
一般宿泊も可能です。 

 
 
 
 
 

４月 南三陸町災害公営住宅整備事業の造成工事の様子（入谷地区及び名足地区）  
 
「つちおと」第９号で着工式の様子をお知

らせした南三陸町災害公営住宅整備事業につ
いて、入谷地区と名足地区については、２月
の着手以降、工事が順次進められています。
今回は、これらの地区の現場の様子をお知ら
せします。また、今後も、工事の様子をお知
らせしてまいります。 

復興に関連する 
話題を御紹介します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

＊写真は、 

①南気仙沼地区（幸町） 

②牧沢地区 

③南郷地区（左）と 

南気仙沼地区（内の脇）（右） 

④間取り 

⑤パネル展示場 

の様子。 

 
 
 
 
 
 

①

②

③

④

⑤

＊写真は、施設の外観。手前が宿泊棟。奥

が研修棟（竣工式資料から引用。）。 

＊写真は、左が入谷地区、右が名足地区。 



 

 今回は、住宅・公共インフラ復旧・復興の「見える化」として、復興庁のホームページで公開されている、

住宅や公共インフラの進捗状況をまとめた「ここで見える復旧・復興状況」を御案内します。 

 

（復興庁のトップページ） 

「ここで見える復旧・復興状況」について

 

 住宅や公共インフラに関する工程表や

進捗状況、最近の着工式・完工式などの

被災地の住民の方々の関心が高いと考え

られる情報を「ここで見える」として復

興庁のホームページにまとめて掲載して

います。 

 

 

（主な内容） 

 

県・市町村による工程表及び指標 

 県や市町村が独自にとりまとめ、ホームページで公開している住宅や公共インフラ関係の工程表及び指標

等を一元的に掲載して「見える化」を図っています。気仙沼市では「けせんぬま復興ニュース」南三陸町で

は「住宅高台移転まちづくりニュース」などが掲載されています。 

 

住まいの復興工程表 

 市町村の地区ごとに災害公営住宅建設戸数や造成宅地数

の今後の目標とその工程を公表し、住宅再建の目安となる時

期の明確化を図っています。 

＊右は、南三陸町の工程表の一部を抜粋したものです。 

 

 

最近の着工式・完工式一覧 

 各地の公共インフラ（道路等）及び住宅・まちづくり（災

害公営住宅、防災集団移転促進事業、土地区画整理事業等）

の着工式や完工式等の一覧を公表しています。 

 

復興まちづくり事業カルテ 

 宮城県が、復興まちづくり事業の本格化に合わせ、各事業

の調整を図り，被災者の方々が復旧・復興事業の計画を把握

できるよう、関係機関の協力を得て作成したものです。 

＊右は、志津川地区のものです。 

＊県内 26 地区を先行的に作成しており、県内の全ての地区

を網羅しているものではありません。 

 

 

 

＊「ここで見える復旧・復興状況」の内容は、つちおと第１１号の編集時点のものです。 

 復興庁ホームページの 
「ここで見える復旧�復興状況」について

「住まいの復興工程表」の例（南三陸町の工程表の一部抜粋）

「復興まちづくり事業カルテ」の例（志津川地区） 



【編集後記】 

◆新年度になり、春の訪れを告げる様々なニュースにふ

れる機会が多くなりました。気仙沼の気候を熟知するに

は日が浅いものの、昨年のような、冬物コートのクリー

ニングを８月にすることは避けようと思いながら、季節

の移り変わりにアンテナを張って生活しています。 

（前号のナンプレの回答） 

 

                     

                      

 

 

復興庁ホームページ 
http://www.reconstruction.go.jp/ 

 復興関連事業の現場を 
写真とともに御紹介します。 

 今回は、３月２９日に復興庁から発表された「平成２４年度に完成した災害公営住宅の入居開始について」

を御紹介します。 

 

 被災された方々の１日も早い住宅再建が望まれているところ、平成２４年度に完成した災害公営住宅につい

て、３月３０日と４月１日で、青森県、岩手県、宮城県、福島県の４県９地区で１６１戸が入居開始となりま

した。なお、宮城県では、仙台市（１２戸）、石巻市（２０戸）及び山元町（１８戸）です。 

 

今後とも、前のページで御紹介した「住

まいの復興工程表」等によって住宅再建の

目安となる時期を示しながら、自治体によ

る住宅・宅地の供給が加速するよう、復興

庁としても、引き続き、関係機関との調整

等に力を注いでまいります。 

＊復興庁調べ（３月２８日時点） 

＊写真は、左が仙台市、右が石巻市の災害公営住宅。 

ナンプレにチャレンジ！！  

ルール 

・９マスごとの縦の列と

横の列にそれぞれ１か

ら９の数字が１つずつ

入ります。 

・太枠で囲まれた９マス

（縦３マス、横３マス）

にそれぞれ１から９の

数字が１つずつ入りま

す。 

「つちおと」がホームページから御覧いただけ
るようになりました！
ＵＲＬは、

または、①復興庁ホームページ→②宮城復興
局→③気仙沼支所だより「つちおと」にお進みく
ださい。

http://www.reconstruction.go.jp/topics/001177.html

「つちおと」発行元（お問い合わせ先） 
 
  復興庁 宮城復興局  気仙沼支所  
   電話 ０２２６－２３－５３０１ 

     FAX  ０２２６－２３－５３１０ 

 
 
 

気仙沼大川の桜並木。今年が最後の見納めになりそう。
開花が少し遅めのようですが、間もなく見事に咲いてくれることでしょう 
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